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シロイヌナズナにおける細胞膜 H+-ATPase の働きと活性調機構 
 

 固着生活を営む植物では、生命活動のために細胞の恒常性維持に加えて、外部環境に合わせて細胞過程を

調節する環境応答が必要である。細胞膜 H+-ATPase は ATP の加水分解エネルギーを利用して細胞から H+を

くみ出すプロトンポンプであり、膜電位や細胞 pH の恒常性維持に加えて様々な物質輸送も駆動する、植物

の生命活動に不可欠のマスター酵素である。さらに植物は細胞・組織ごとに細胞膜 H+-ATPase の発現パター

ンや活性調節機構も使い分けており、恒常性維持のみならず様々な生理応答にも H+-ATPase を利用している

ことが近年明らかになりつつある。ところが、細胞膜 H+-ATPase の機能は細胞の生命活動の根本を担うため

遺伝学的研究が立ち後れており、H+-ATPase の細胞・組織特異的な働きや活性調節機構は未だ不明な点が多

く残されている。講演者は、細胞膜 H+-ATPase の機能と活性化機構を分子レベルで明らかにするため、シロ

イヌナズナを用いて研究を行っている。H+-ATPase は気孔孔辺細胞に多く発現し、気孔開口のための駆動力

を生み出すことが知られているが、活性化に至るシグナル伝達の詳細は明らかになっていない。講演者は孔

辺細胞におけるH+-ATPaseの活性化を抑制するプロテインキナーゼ阻害剤を単離することにより、H+-ATPase

の活性化を引き起こす新たなプロテインキナーゼである BHP を同定し、気孔開口における H+-ATPase の活

性化機構解明への足掛かりを示した。また最近、花粉管において特異的に発現する H+-ATPase 分子を同定し

て遺伝学的解析を進め、細胞膜 H+-ATPase が花粉管伸長においても重要な機能を持つことを証明した。 
 

参考文献： Hayashi et al., Scientific Reports doi: 10.1038/srep45586 (2017)    
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